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完全子会社間の合併及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

当社、及び当社の完全子会社である株式会社アパマンショップネットワーク（以下「ＡＳＮ」という。）、並びに株

式会社ターナラウンドＲＥ（以下「ＴＲＥ」という。）は、本日開催の各社取締役会において、ＡＳＮがＴＲＥを吸収合

併（以下「本件合併」という。）することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本件合併は、当社の完全子会社同士の合併であるため、開示内容を省略して記載しております。 

 

記 

 

１． 合併の目的 

ＡＳＮは、当社のコア事業の１つである斡旋事業のうち、賃貸斡旋店を全国にフランチャイズ方式で展

開する賃貸斡旋ＦＣ事業を行っております。また、ＴＲＥはＡＳＨＤグループにおけるキャピタルマネジメン

ト事業を行っており、当社グループのコア事業で有る斡旋事業における取引先・関係先や不動産ＳＰＣ等

への出資・投資を同社で行っております。 

当社グループでは、コア事業である斡旋事業及びプロパティ・マネジメント事業に経営資源の集中と、

経営資源の効率化並びに費用削減による合理化を進展させることにより、外的経営環境の急激な変化

に耐えうる安定した収益構造の遂行を継続して計画・推進しておりますが、本施策の一貫として、業務効

率化と経営施策実行の迅速化を図ることを目的として、ＡＳＮとＴＲＥの合併による組織再編を行うこととい

たしました。 

 

２． 合併の要旨 

(1) 日程 

平成 22 年 12 月 28 日      合併契約承認取締役会 （ＡＳＮ、当社） 

平成 22 年 12 月 28 日      取締役による合併契約承認の決定 （ＴＲＥ） 

平成 22 年 12 月 28 日      合併契約締結       （ＡＳＮ、ＴＲＥ） 

平成 23 年 ２ 月 24 日（予定）  合併契約承認株主総会 （ＡＳＮ、ＴＲＥ） 

平成 23 年 ３ 月 １ 日（予定）  合併予定日（効力発生日） 

 

(2) 合併方式 

本件合併は、ＡＳＮを存続会社とする吸収合併方式であり、ＴＲＥは効力発生日をもって解散する予定

です。 

 

(3) 合併に係る割当ての内容 

本件合併は、当社完全子会社間の合併であるため、株式又はその他財産の割当てはありません。 

 

(4) 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 



 

３． 合併当事者の概要（平成 22 年９月 30 日現在） 

(1) 商 号 株式会社アパマンショップネットワーク

（存続会社） 

株式会社ターナラウンドＲＥ 

（消滅会社） 

(2) 事 業 内 容 賃貸斡旋ＦＣ事業 有価証券の投資及び運用 

(3) 設 立 年 月 日 平成 18 年４月 25 日 (注) 平成 14 年 12 月６日 

(4) 本 店 所 在 地 東京都中央区京橋一丁目１番５号セントラルビル 東京都中央区京橋一丁目１番５号セントラルビル

(5) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 川森 敬史 代表取締役社長 石川 雅浩 

(6) 資 本 金 100 百万円 40 百万円 

(7) 発行済株式総数 2,000 株 800 株 

(8)純 資 産 879 百万円 △1,637 百万円 

(9)総 資 産 1,395 百万円 215 百万円 

(10)決 算 期 ９月 30 日 ９月 30 日 

(11)大株主及び持株比率 当社  100％ 当社  100％ 

（注）ＡＳＮは平成 18 年７月１日の持株会社体制への移行に際し、当社の行っていた賃貸斡旋ＦＣ事業の受け皿会社と

して設立されました。 

 

４． 合併後の状況 

本件合併によるＡＳＮの商号、事業内容、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金、決算期の変更

はありません。なお、ＴＲＥが現在行っている企業・不動産ＳＰＣ等への投資はＡＳＮにて引き続き行う予

定です。 

 

５． 特別利益の発生並びに繰延税金資産の計上について 

本件合併に伴い、当社のＴＲＥに対する貸付金の貸倒引当金として当社単体で計上している 1,637 百

万円について、貸倒引当金戻入益（特別利益）として 1,637 百万円を平成 23 年９月期第２四半期決算

（単体）に計上する見込みです。 

また、ＡＳＮが消滅会社（ＴＲＥ）の繰越欠損金を引き継ぐことにより、平成 23 年９月期第２四半期決算

（連結）において税効果会計に係る繰延税金資産の計上する事に伴い、法人税等調整額が約△780 百

万円計上される見込みです。 

 

６． 今後の見通し 

本件合併は連結子会社同士の合併のため営業収益への影響は軽微であります。上記５．における特

別利益の発生及び繰延税金資産の計上による当期純利益への影響については、本日開示の「連結子

会社の固定資産の譲渡及び特別損失の発生に関するお知らせ」記載の特別損失の発生や第１四半期

以降の業績、その他の要因等を含め精査中であり、業績予想の修正が必要と判断される場合には、速

やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


